
日時 令和６年６月１４日（金）１０：００～

場所 白石市役所３階　第３会議室

１ 白石温麺（災害備蓄用食料）寄附受納式

２ 白石市幼児教育・保育のあり方に関する基本方針（案）について

３

【記者会見の動画配信について】

記者会見の模様を記者会見終了後に動画配信させていただきます。
記者の皆さまもご理解願います。

定　例　記　者　会　見　資　料

６月定例会への提出議案について

白　石　市



令和６年６月定例記者会見資料 

 

白石温麺（災害備蓄用食料）寄附受納式 

 

担当：総務部危機管理課 

 

○ 寄附受納の経緯 

 令和３年３月、東日本大震災から１０年が経過し発行された「Ｄａｔｅ ｆｍ サバ・メシ 防災ハン

ドブック２０２１」において、白石温麺を使用した「サバ・メシ レシピ」が掲載された記念として、同

年７月７日、奥州白石温麺協同組合及びはたけなか製麺株式会社より、災害備蓄用として約５，０００食

の白石温麺を寄贈いただきました。 

 この間、市総合防災訓練での備蓄食料配布訓練や各種イベント等における白石温麺のＰＲなど、有効的

に活用してまいりましたが、在庫がなくなったことから、新たに３，３００食の白石温麺を寄贈いただく

運びとなりました。 

白石温麺につきましては、文化庁より「江戸時代から続く郷土の料理」として、令和 5年度に「100年

フード」に認定され、文化庁とともに食文化を継承していくことを目指す取組を推進しております。 

 

○ 寄附受納式 

寄 贈 者  奥州白石温麺協同組合 様 

・株式会社きちみ製麺 

・株式会社佐藤清治製麺  

・白石興産株式会社  

・株式会社松田製粉  

はたけなか製麺株式会社 様 

 

 

 寄贈内容  白石温麺 ３，３００食（災害備蓄用食料として） 

 

受 納 者  白石市長 山田 裕一 
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白石市と奥州白石温麺協同組合様、はたけなか製麺株式会社様との 

「白石温麺（災害備蓄用食料）寄附受納式」 

 
  
                               日 時：令和６年６月１４日（金曜日） 

                       １０時００分～ 

                               会 場：市役所３階 第３会議室 

 

次   第 

１ 開 会 

２ 出席者紹介 

～寄附受納経緯の説明～ 

３ 寄附物品贈呈 

４ 感謝状贈呈 

５ 記念撮影 

６ 挨 拶 

    白 石 市 長 山 田 裕 一 

 

      奥州白石温麺協同組合 前理事長 

    株式会社 きちみ製麺 会長 

 吉見 光宣（きちみ みつのり）様 

 

はたけなか製麺 株式会社 執行役員 

佐藤 祐二（さとう ゆうじ）様 
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出席者（敬称略） 

白石市 

役   職 氏  名 

市長 山田
や ま だ

 裕一
ゆういち

 

副市長 菊地
き く ち

 正昭
まさあき

 

総務部長 佐藤
さ と う

 純哉
じゅんや

 

 

奥州白石温麺協同組合 

役   職 氏  名 

奥州白石温麺協同組合 前理事長 

・株式会社 きちみ製麺 会長 

・株式会社 佐藤清治製麺 代表取締役 

・白石興産 株式会社 顧問 

・株式会社 松田製粉  

吉見
き ち み

 光宣
みつのり

 

〃  

佐藤
さ と う

 豊彦
とよひこ

 

高橋
たかはし

  基
もとい

 

欠 席 

はたけなか製麺 株式会社 

役   職 氏  名 

 執行役員 佐藤
さ と う

 祐二
ゆ う じ

 

 

※白石市 担当課控え 

  総務部危機管理課長 片田 勝彦（進行） 

  総務部危機管理課 総務係長 我妻 隆介 

  市民経済部商工観光課長補佐 佐久間 詳子 

  市民経済部商工観光課 商工係長 今野 良介   
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※日程については現時点での予定となります。
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担当：総務部財政課

（単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

17,231,946 △ 107,255 17,124,691

国 民 健 康 保 険 3,770,409 0 3,770,409

介 護 保 険 4,020,175 0 4,020,175

計 8,308,068 0 8,308,068

25,540,014 △ 107,255 25,432,759

※特別会計の「計」及び合計欄は今回補正のない特別会計を含む

企業会計 （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 総　　　額

1,289,675 52,820 1,342,495

513,508 0 513,508

６月補正の主な事業及び金額

一般会計 （単位：千円）

金　　　額

5,000

1,150

87,698

2,952

令和６年度６月補正予算概要

会　　計　　名

一 般 会 計

特

別

会

計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

合　　　　　　計

　令和６年度６月一般会計補正予算額は １億７２５万５千円の減額で、累計では１７１
億２，４６９万１千円となります。
　今回の補正予算は、コミュニティ助成事業や不妊検査費・不妊治療費助成事業、新型
コロナウイルスワクチン定期接種事業、学びの多様化学校の教育の充実に関する調査研
究などの経費を計上しております。
　事業別の詳細は、別紙１から４のとおりです。

新型コロナウイルスワクチン定期接種事業

学びの多様化学校の教育の充実に関する調査研究

会　　計　　名

事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　名

コミュニティ助成事業

不妊検査費・不妊治療費助成事業

※水道事業会計は収益的支出及び資本的支出の合計額、下水道事業会計は資本的収入の金額
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［別紙１］ 

令和６年６月議会 記者会見資料 

令和６年度６月補正予算関係 

 

コミュニティ助成事業 

 

担当：市民経済部まちづくり推進課 

 

この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源と

した一般財団法人自治総合センターの助成事業です。 

事業目的は、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備等に対して助成を

行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な

発展と住民福祉の向上に寄与することです。 

今年度は、コミュニティ活動に必要な備品を整備する「一般コミュニティ助成」に

２つの団体が交付決定を受けました。 

このことにより、住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯

感に基づく自治意識の向上を目指し、コミュニティ活動に直接必要な備品の整備を支

援します。 

 

○事業概要 

１ 交付決定団体 

川原子自治会、白石市深谷公民館運営委員会 

 

２ 助成金額 

  ・川原子自治会･･２５０万円 

  ・白石市深谷公民館運営委員会･･２５０万円 

    

３ 購入予定備品 

  ・川原子自治会･･ＡＥＤ１台、スタッキング式会議テーブル 9 台、高座椅子 15 

脚、エアコン 2 台、高圧洗浄機 1 台など  

  ・白石市深谷公民館運営委員会･･デスクＰＣ1 台、ディスプレイ 1 台、折りたた 

みイス 60 脚、プロジェクター1 台、スクリーン１台など 

 

［歳入］ 諸収入 

           （一財）自治総合センターコミュニティ助成金 

 ５，０００千円 

［歳出］ ２款 総務費  １項 総務管理費  ７目 企画費 

          ８事業 市民活動推進事業 

     １８節 負担金補助及び交付金         ５，０００千円                                            
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［別紙２］ 

令和６年６月議会 記者会見資料 

令和６年度６月補正予算関係 

 

不妊検査費・不妊治療費助成事業 

 

担当：保健福祉部健康推進課 

 

厚生労働省によると、令和３年に不妊の検査や治療を受けたことがある夫婦の数

は、「およそ４．４組に１組」となっており、年々増えています。不妊治療は、長ら

く保険が適用されず、治療を受ける方の経済的負担は大きいものでした。 

令和４年４月から、有効性や安全性が確認された治療は保険適用の対象となってい

ますが、先進医療や不妊検査については保険適用外となっています。 

 そのため、先進医療や不妊検査を希望する夫婦の経済的負担を軽減し、不妊治療

に取り組みやすい環境をつくるため、不妊検査費及び不妊治療費に対する助成を実

施いたします。 

 なお、本事業の対象者や助成金額などは下記のとおりです。 

 

○事業概要 

 

１ 不妊検査費助成 

（１）助成対象となる検査 

医師が必要と認める不妊検査で、検査の開始日から原則１年以内に受けたも

の 

 

（２）助成要件（①～④すべてに該当する方） 

  ① 申請日時点で法律上の婚姻又は事実婚関係にある夫婦 

  ② 検査開始日の妻の年齢が４３歳未満 

  ③ 夫婦ともに検査を受けていること 

  ④ 申請日時点で市内に住所を有すること 

 

（３）助成上限額 

   ３０千円 

 

（４）助成上限回数 

   夫婦１組につき１回に限る 
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２ 不妊治療費助成 

（１）助成対象となる不妊治療 

先進医療の実施機関として厚生労働大臣から承認を受けている医療機関に

おいて、保険診療を組み合わせて実施された先進医療 

 

（２）助成要件（①～③すべてに該当する方） 

  ① 申請日時点で法律上の婚姻又は事実婚関係にある夫婦 

  ② 治療開始日の妻の年齢が４３歳未満（保険診療に準じるもの） 

  ③ 申請日時点で市内に住所を有すること 

 

（３）助成上限額 

   ５０千円 

 

（４）助成上限回数 

   保険診療の回数に準じる 

   ・初回治療開始時の妻の年齢が４０歳未満 ６回 

   ・初回治療開始時の妻の年齢が４０歳以上 ３回 

 

 

［歳入］ 県支出金  

     宮城県不妊検査費・不妊治療費助成事業補助金 

             不妊検査費助成費             １５０千円 

        不妊治療費助成費           １，０００千円 

 

［歳出］ ４款 衛生費  １項 保健衛生費  ３目 予防費 

        ０６事業 母子保健事業 

    １９節 扶助費                   

        不妊検査費助成費             １５０千円 

        不妊治療費助成費           １，０００千円 
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［別紙３］ 

令和６年６月議会 記者会見資料 

令和６年度６月補正予算関係 

 

新型コロナウイルスワクチン定期接種事業 

 

担当：保健福祉部健康推進課 

 

 令和５年度まで全額国費で接種を実施していました新型コロナウイルスワクチン

の予防接種は、令和６年度から定期接種に移行されたことから有料となり、公費負担

の対象が原則６５歳以上の方に変更されました。 

 ワクチンの接種時期は、本年秋から開始予定と国から示されたことから、本市では

次の内容で接種に必要な予算を計上し、国の助成に加えて市も接種費用の一部を助成

し、重症化予防を支援します。 

 

 

○事業概要 

１ 実施場所 

個別実施医療機関 

２ 対象者 

①６５歳以上の方 

②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能の 

障害又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害を有する方 

３ 接種開始時期 

  令和６年秋 

４ 国の助成額 

  国が示しているワクチン費用は１５，３００円程度とされており、そのうち８，

３００円を市に助成するとされております。 

  残り７，０００円程度が定期接種費用になります。 

５ 市の助成額 

  上記の定期接種対象者に対し、市が４，０００円助成することとし、接種者本人 

 の自己負担額は３，０００円になります。 
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［歳入］ 諸収入 

           雑入（新型コロナウイルスワクチン助成金） ５８，３６５千円 

      

［歳出］ ４款 衛生費  １項 保健衛生費  ３目 予防費 

        １９事業 新型コロナウイルスワクチン接種事業 

    １０節 需用費                  １２７千円 

    １１節 役務費                   ２１千円 

    １２節 委託料 

             新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料           

８７，３０４千円 

    １９節 扶助費                  ２４６千円 

                                             合計 ８７，６９８千円 
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［別紙４］ 

令和６年６月議会 記者会見資料 

令和６年度６月補正予算関係 

 

学びの多様化学校の教育の充実に関する調査研究 

 

担当：教育委員会教育部学校管理課 

 

学びの多様化学校は全国的に少しずつ増えてきており、学びの多様化学校において

は、不登校児童生徒の実情に応じた教育活動の充実が求められています。 

本市においても、令和５年４月に学びの多様化学校（白石きぼう学園）を開校し、

継続的に７～８割が出席していることや、卒業生８名全員が志望校に合格する等の成

果を上げています。さらなる充実を図るためには、体験活動の時間、学び直しの時間、

各教科で学ぶ時間のそれぞれを関連させた上での実践を行う必要があり、また、これ

まで培ってきた知見やノウハウを生かして、体験活動や体験入学等の受入れに係る外

部の方との調整をより円滑に行うための仕組みを構築する必要があります。 

令和６年度６月補正予算では、白石きぼう学園における教育の充実を図るために、

以下のことに取り組みます。 

①各教科での学び、体験活動、学び直しの時間における関連を有機的に整理した

学びプランの作成及び実践 

②運営モデル形成コーディネーターを配置し、体験活動に係る企業等との連絡調

整や体験入学に係る保護者等との調整等を担い、手順等を整理 

これらの取組を行うことにより、学びプランの実践に基づいた効果的な指導方法を

例示することが可能になるとともに、体験活動や体験入学の受入れの調整に係る手順

等が一般化され、安定的な運営体制の構築が可能になります。 

 

［歳入］１５款 国庫支出金  ３項 国庫委託金  ３目 教育費国庫委託金 

     １節 教育総務費委託金 

           いじめ・不登校支援等推進事業委託金 ２，９４７千円 

      

［歳出］１０款 教育費  １項 教育総務費  ３目 教育振興費 

２７事業 いじめ対策・不登校支援等推進事業 

 １節 報酬              １，０３２千円 

 ７節 報償費               ４８６千円 

 ８節 旅費                ６２４千円 

１０節 需用費               ３９５千円 

１１節 役務費                 ７千円 

１３節 使用料及び賃借料          ４０８千円 

                                        合計 ２，９５２千円
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